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「義経千本桜」は平家滅亡後に、兄頼朝と不和となった源義経を軸として、生き残った平

家の人々の動向を描いた「時代物」の「義太夫狂言」である。 

 

１２～１８分の「義経千本桜の解析」 

 

※亀井が花道より退場するシーンより始まる。 

（歩くのに合わせツケが打たれる。） 

 

☆竹本の語り（三味線の伴奏） 

わが身危ぶむ忠信は（ヨッ）黙して（ヨッ）様子をうかがえば、（ヨッ・ハッ・ヨッ・ハッ・

ハォーッ）、君が顔、見たさ、会いたさ、とつかわと（ヨッ）、歩み来る間もとけしなく。（ヨ

ッ） 

 

※静が花道よりツケと合わせて登場 

 

静 

わが、君様、お懐かしゅうござります。 

 

☆竹本の語り 

人目厭わずすがり付き、恋し（ハッ）、ゆかしの溜だめを涙の色に知らせけり。（ハッ） 

 

義経 

女心に嘆くはなおも。別れし時、人の情けにあずかる義経、わざとつれなく、もてなした

り。して、同道の忠信は、いずれにあるや。 

 

静 

忠信は、たったいま連れ立って、お次まで参りしが、ここへは、まだか。 

 

☆竹本の語り 

と見回し見回し。 

 

 



静 

ても早う、ここへ来て。一緒のお見えせんものを、ちっとの間も先へ抜け駆け。まだ戦場

じゃと思うてか。てもまんがちなお人ではあるわいな。』（ここの台詞は竹本と掛け合い） 

☆竹本の語り 

恨み口なることばに不審、一倍晴れぬ四郎忠信。 

 

忠信 

わが君もそのごとく、覚えなきお尋ね。拙者めは、いまの先、出羽の国から戻りがけ。去

年お別れしてより、お目にかかるは、ただいま初めて。 

 

静 

あの人の、じゃらじゃらと、てんごうな事ばかり。 

 

忠信 

いや、てんごうでなし。大真実。 

 

静 

あれ、まだ真顔でわしを（騙すのかいな。）←竹本による語り 

 

☆竹本の語り 

と何気もなまめくことばの内、立ち戻る亀井の六郎。（イヨーッ） 

 

※亀井花道より再登場・ツケが打たれる 

 

亀井 

静御前を同道の忠信、引っ立てまいらんと存ぜしところ、次の間にも有りあわさず。玄関、

長屋、侍部屋、相尋ね候えども、一向行方、相知れ申さず候。 

 

☆竹本の語り 

申すに、心迷わせ給い。 

 

義経 

これ、静。これにいるは、その方を預けたる忠信ならず。ただいま国より帰りしと物語の

内、またもや忠信、静を同道との内に。面体似たる贋者ならずや。静、心は付かざるや。 

 

 



☆竹本の語り 

仰せの内に、忠信をつれづれと打ち眺め。 

 

 

★静と竹本の掛け合い 

そうおっしゃれば、小袖も模様も違うてある。お待ちあそばせや。 

 

☆竹本（思い当たる事がある、ハッア）、それか、（オー）、それか、そうじゃ。 

 

 

 

 

 

 


